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１．  お祝いのことば 

 

府中サンダースの 10 周年を祝して 
 

府中市少年軟式野球連盟会長 日比栄三 
 

 この度、府中サンダースがめでたく創立10周年を迎えられましたこ

とを心よりお喜び申し上げます。一口に10年と云うは容易いのですが、

その間の関係各位のご努力は並々ならぬものがあったろうと、共に野球

発展を願う者の一人として敬意を表します。 

 

さて、サンダースの歩みは、昨年発刊の「ふちゅう育ちⅡ」（府中市

少年軟式野球連盟二十周年記念誌）の中に、平成５年のチーム誕生の経

緯が書かれています。当時近隣中学校の野球部活動が休部状態で、レベ

ルの高い学童野球で活躍し中学生になっても野球をやりたいと希望し

ていた四谷小学校ほかの子供たちの嘆きが、大人たちの心を動かし、サ

ンダース誕生がなったよし述べられています。 

 

結成時は、他チームに歯が立たず悔しい思いをしたが、子供たちの成

長とやる気がその年の秋には早くも３位に上り、以降繋いで各種上部大

会の代表にまで昇りつめ府中市少年軟式野球連盟の中核としてますま

す活動下さっておられます。 

 

多感な年頃の子供たちが、野球を通して多摩川の空気を胸いっぱい吸

い込み、健全な体と精神を培ってくれることを願ってやみません。皆様

におかれましては、次代を担う子供たちの育成のため、さらなるお力添

えを賜りますようお願い申し上げ、関係各位のご活躍をお祈りし、お祝

いの言葉と致します。
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創立十周年に寄せて 
 

府中市少年軟式野球連盟副会長 古川征男 
 

 創立十周年、心よりお祝い申し上げます。 

 

 ここまでご尽力くださいました前 林崎監督、現 小谷監督をはじめ

とする多くの指導者と歴代の父母役員さん、そして府中サンダースを応

援し選手を励まし続けてくださいました三中、七中、八中、十中学区域

ご父母の皆々さまの情熱に深く敬意を表する次第です。 
 
 さて昨今、プロ野球界のストライキが社会問題となり賛否両論物議を

かもしている事は日本における野球への奥深さを映してることと思い

ますがそんな中、先日、朝日新聞の天声人語欄で、早稲田大学教授で初

代野球部長だった安部磯雄氏が「野球は智、仁、秀の三徳を教ゆるもの」

と書いてありました。続けてそのままを記せば、体だけでなく心も敏捷

ならよい判断ができる。野球は「共同遊戯」だから「いやしくも他人と

共同せんとする者は各幾分か自己の意志を曲げるということがなくて

はならぬ」。「（四球の恐怖と闘う）バッテングに成功すると否とは全く

勇気の有ると否とに依りて定まる」（「安部磯雄」論創社）一世紀を経て

も味がある。（文中）。 

安部磯雄氏は百年も前に野球とは、団体競技とは何かと精神面を説い

ています。まさしく同感であります。私達日本人は、武士道精神を含む

多くのものが何々道精神として育ってきた歴史があり、明治以後日本に

移入された欧米スポーツをも、考え方の善し悪しはともかく同じ「道」

として捉えて来たのです。そのことが子供達の将来に必ずや役に立つ事

と信じて活動してきたと思います。 

 

すでに、府中サンダース卒業生も六十人を越え、社会人として活躍し、

最近はコーチに若い人も加わり、以前にもまして活気溢れるチームとし

て成長しています。定めたチームの「道」に迷うことなく歩んでいただ

きますよう期待し、お祝いの言葉と致します。 
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２． ごあいさつ 

 

創立 10 周年を迎えて 
 

府中サンダース監督  小谷英通 
 

 

おかげさまで、府中サンダースは創立10周年を迎えることができま

した。大きな喜びとともに、これまでご指導・ご支援下さいました数多

くの皆様方に深く感謝申し上げます。 

府中サンダースは、府中第八中学校の野球部が休部状態であったため、

平成4年の暮に結成され、翌平成5年春から、府中市少年軟式野球連

盟加盟チームとして第一歩を踏み出しました。 

府中サンダースがスタートした平成5年は、プロサッカーリーグ「J

リーグ」が開幕し、サッカーが一躍国民的スポーツとなったことを感じ

させ、スポーツ好きの子ども達が皆サッカーの方を向いてしまうのでは

ないかと、少年野球関係者にとって心中おだやかならぬ年でした。その

影響もあってか、部員数が少なく、試合直前になってあわてて車で選手

を迎えに行ったりしてなんとか試合をさせてもらったりと、忙しい・つ

らい思いをした時期もありましたが、部員・チーム関係者の懸命の努カ

と学童野球の皆様や当連盟の皆様のご支援により、ここに10周年とい

う節目を迎えることができました。 

私は平成 12 年、チーム誕生 8 年目に、林崎前監督の後を受けて監

督に就き、あらためて、監督という立場で各方面の皆様方のご協力を仰

ぎながら、チーム発展のため微力を尽くして参りましたが、これからも、

歴代部員達が前監督の指導の下で築いてきたチームの良き伝統を守り、

さらに地域の野球好きの少年達が「サンダースで野球をやりたい・やっ

て良かった」と言ってくれるような、活気溢れる明るいチーム創りを目

指して努力して参りたいと思っております。 

府中サンダースは生まれて、まだたったの10年。発展途上です。 

今後とも皆様方のご支援・ご協力を心よりお願い申しあげます。 
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サンダースと共に！ 

 

府中サンダース初代監督 林崎 健 

 

 

思い起こせば１２年前の平成４年秋、当時府中第八中学の野球部が休

部状態にあり四谷小学校ほか区域の小学生が中学では野球が出来ない

という寂しい状況で私たち四谷スワローズの指導者も心を痛めていた

ところ、数人の６年生選手から中学生になっても気の合った仲間と野球

がしたいのでクラブチームを創ってほしいという強い希望がありまし

た。 

 

なんとかこの願いを実現してあげたいと思い、有志の方や選手及び父

母の皆さんと検討を重ねると同時に府中市少年軟式野球連盟や先輩チ

ームの指導者の方々の助言や協力を仰いで多少の不安を残しながらも

チーム結成に踏切り、平成５年度より当連盟の一員として今日を迎える

ことが出来たことを本当に嬉しく思っています。 

 

私もチーム結成時から平成11年までの７年間、監督兼代表としてチ

ームの運営に携わり監督を退いた後もコーチとして指導に微力を尽く

しておりますが、チーム結成後初めての春季大会では０勝７敗と無残な

成績に終わり、少しは自信と自惚れを持って臨んだ我々には大きなショ

ックと反省が与えられました。この結果を選手達と共に謙虚に反省し、

目標を２年後の春季大会での優勝に定めてチーム創りに取組み一丸と

なって厳しい練習を重ね、目標としていた平成７年の春季大会を９戦全

勝で勝ち上がり同じく全勝のタイガースと事実上の優勝戦を行うこと

が出来ました。結果は残念ながら４：２で敗れて悲願の優勝を逃し、９

勝１敗で準優勝となりましたが選手は勿論のことベンチも応援席も全

力を出し切った満足感に溢れていました。この準優勝で大きな目標であ

った上部大会（東京都少年軟式野球大会／兼関東大会）に苦労を共にし

た結成時の選手達やスタッフと共に出場出来たことは私の大いなる喜

びであります。
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同時に平成５年という年はＪリーグが誕生してサッカーブームが巻

き起こり小・中学生の野球人口が激減した年であり、この影響はその後

も暫く続きサンダースもこの影響が一因で一時期はチーム編成に支障

をきたす状況になったこともありましたが、選手達の努力と熱意に加え

て連盟や他チームの皆さんの協力に支えられて今日ここに 10 周年を

迎えることが出来ましたことを有りがたく思っております。 

 

これからも、結成時の選手達が中心となって考えたこのチーム名『サ

ンダース』や縦じまのユニフォームに愛着と誇りを持って良い伝統を築

いていきたいと思っています。 

 

 

『ＮＥＶＥＲ ＧＩＶＥ ＵＰ！』 
 
『身体も心も健康で他人を思いやり 

チームワークを大切に！』  
 

 

結成時に掲げたこのサンダースのモットーを忘れずに中学生らしい

溌剌としたチーム創りに微力を尽くして参りたいと思っていますので、

今後とも皆様方の変わらぬご指導ご鞭燵を心からお願い申し上げます。 
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☆ 輝かしい戦績 ☆ 
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３．10年間の大会記録 

年 度 
府中市長杯 

春季リーグ戦 

府中市春季少年 

野球大会（ﾄｰﾅﾒﾝﾄ） 

府中市教育委員会 

秋季大会 

府中市 

市民体育大会 

その他大会 

 

平成 ５年

(1993) 

０勝７敗 

８位 

１回戦 

(●ﾎﾟﾊﾟｲＡ 0－7) 

１勝３敗(ﾌﾞﾛｯｸ３位) 

決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ出場 ３位 

(○ﾋﾞｸﾄﾘｰＡ 3－2) 

(●ﾀｲｶﾞｰｽＡ 1－10) 

３位決定戦 

(○明星中 3－1) 

１回戦 

(●ﾀｲｶﾞｰｽ A 

 1－3) 

 

 

平成 ６年

(1994) 

４勝５敗 

４位 

２回戦 

(○ﾌｪﾆｯｸｽ 8－0) 

(●ﾋﾞｸﾄﾘｰ 4－7) 

３勝４敗 

 ４位 

(兼 市民体育大会) 

 

 

 

平成 ７年

(1995) 

９勝１敗 

★★準優勝 

２回戦 

(○ｷﾝｸﾞＢ 9－2) 

(●ﾌｪﾆｯｸｽ 4－5) 

３位決定戦出場 

 ３位 

(○ﾎﾟﾊﾟｲ 4－1) 

０勝５敗    

６位 

東京都少年軟式野球大会兼関東大会に

初出場(天王州公園野球場) 

１回戦（●日野七生ﾚｲﾝﾎﾞｰ 0－6） 

※日野七生ﾚｲﾝﾎﾞｰは６月開催の全日本

少年軟式野球大会東京都予選の優勝ﾁｰﾑ 

平成 ８年

(1996) 

３勝５敗 

６位 

１回戦 

(●ﾌｪﾆｯｸｽ 9－２) 

ﾍﾟｰｼﾞｼｽﾃﾑ戦出場 

 ４位 

(●ﾀｲｶﾞｰｽ 1－5) 

５勝２敗    

３位 

※ﾍﾟｰｼﾞｼｽﾃﾑ戦出場権：市民体育大会４

位以上 

 

 

Ａチーム 

６勝３敗 

４位 

 

２回戦 

(○一中Ｂ 9－0) 

(●ﾀｲｶﾞｰｽ 0－1) 

平成 ９年

(1997) 

Ｂチーム 

２勝７敗 

８位 

１回戦 

(●一中Ａ 0－7) 

ﾍﾟｰｼﾞｼｽﾃﾑ戦出場 

 ★★準優勝 
(○ﾌｪﾆｯｸｽ 7－1) 

(○ﾎﾟﾊﾟｲ 7－3) 

(●ﾀｲｶﾞｰｽ 1－4) 

６勝１敗    

３位 

(１チーム編成) 

※ﾍﾟｰｼﾞｼｽﾃﾑ戦出場権：市民体育大会４

位以上 

 

 

 

 



－8－ 

年 度 
府中市長杯 

春季リーグ戦 

府中市春季少年 

野球大会（ﾄｰﾅﾒﾝﾄ） 

府中市教育委員会 

秋季大会 

府中市 

市民体育大会 

その他大会 

 

平成１０年

(1998) 

６勝２敗 

３位 

１回戦 

(●ﾌｪﾆｯｸｽ 0－3) 

ﾍﾟｰｼﾞｼｽﾃﾑ戦出場 

４位 

(●ﾌｪﾆｯｸｽ 2－3) 

５勝２敗    

３位 

多摩大会に出場(関戸公園ｸﾞﾗﾝﾄﾞ) 

２回戦 

(○江東白虎 8－3) 

(●町田ﾗﾝｻｰｽﾞ 0－11) 
※ﾍﾟｰｼﾞｼｽﾃﾑ戦出場権：市民体育大会４位以上 

平成１１年

(1999) 

５勝２敗 

４位 

２回戦 

(○浅間中 7－6) 

(●ﾌｪﾆｯｸｽ 1－2) 

出場ナシ １勝６敗    

８位 

多摩大会に出場(多摩一本杉球場) 

1 回戦 

(●町田ｵｰﾙ南 2－20) 

平成１２年

(2000) 

３勝４敗 

５位 

1回戦 

(●J ﾀｲｶﾞｰｽ 2－4) 

出場ナシ １勝３敗    

４位［Ａﾌﾞﾛｯｸ］

 

 

 

Ａチーム 

３勝７敗 

８位 

２回戦 

(○J ﾀｲｶﾞｰｽ 6－3) 

(●Y ﾀｲｶﾞｰｽ 3－4) 

平成１３年

(2001) 

Ｂチーム 

１勝９敗 

１０位 

１回戦 

(●ﾀｲｶﾞｰｽ 1－27) 

３勝１敗 (Ｂブロック２位) 

(兼 市民体育大会) 

 

決勝トーナメント出場 

１回戦 (●ｷﾝｸﾞ A 1－2) 

 

平成１４年

(2002) 

４勝４敗 

５位 

２回戦 

(○J ﾀｲｶﾞｰｽ 11－3) 

(●ﾎﾟﾊﾟｲＡ 0－6) 

７勝０敗   ★★★優勝 
(兼 市民体育大会) 

 

東京都少年軟式野球大会兼関東大会に

出場(戸田橋ｸﾞﾗﾝﾄﾞ) 

１回戦 (●町田ﾌﾞﾙｰｼﾞｪｲｽﾞ 0－10) 

Ａチーム 

６勝２敗 

３位 

 

３回戦  ３位 

(○浅間中Ｃ 10－0) 

(○Ｙﾀｲｶﾞｰｽ 5－0) 

(●浅間中Ａ 0－1) 

平成１５年

(2003) 

Ｂチーム 

３勝５敗 

６位 

１回戦 

(●ﾎﾟﾊﾟｲＡ 0－7) 

５勝４敗 ５位 (１チーム編成) 

(兼 市民体育大会) 

 

東京都少年軟式野球大会兼関東大会に

出場(多摩川緑地球場) 

１回戦 (●日野ｲｰｸﾞﾙｽ 0－3) 
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４．歴代キャプテンからひと言 
 

「頑張れサンダース」           初代キャプテン 丸山洋一 

 
サンダースの10周年本当におめでとうございます。僕も第一期生としてチームの

結成に参加出来たことをうれしく思っています。 

平成４年秋、実際にチームを創ろうとした時は仲間も７人ぐらいしかいなくて、選手

集めに苦労したことやチームの名前やユニフォームを皆で考えた時の喜びが昨日の

ように思い出されます。そしてサンダースとして最初に参加した平成５年の春の大会

は、試合にならないぐらいの力の差で全敗しましたが、３年生の春季大会で準優勝し

て東京都大会に出られたことは僕の大切な思い出になっています。 

 

今、僕は社会人として北海道で仕事をしていてなかなか府中には帰ることが出来ず、

10周年の記念行事にも参加出来なくて残念ですが、あの頃のサンダースでの思い出

は一生忘れることが出来ないでしょう。 

サンダースの皆さん、これからも頑張って下さい。応援しています！ 

 

 

「祝・サンダース10周年」       第２代キャプテン 鈴木拓哉 
 

サンダース、10周年おめでとうございます。２代目のキャプテンを務めた鈴木拓

哉です。サンダース結成からもう10年経つのですね。そして、自分の代とは違い、

「最近のサンダースは強い！」と聞いています。頼もしいです。 自分が在籍してい

た頃は、お世辞にも強いチームとはいえなかったと思いますが、努力しました。そし

て野球を楽しみました。もちろん一人ではなく、仲間と共にそしてサンダースで努力

した事が自分のバックグラウンドとなって、高校でも大好きな野球を

続けることができました。だから現役の皆さん、例え練習が辛くても

逃げ出さないで、まずは努力をしてください。そしてサンダースをも

っと強くしてください。 

 

 また、高校でも野球を続けて「甲子園」を目指しほしいと思ってい

ます。自分は、高校野球はサンダ－スの１００倍辛かったです。でも

サンダース時代、努力で培ったパワーがあったからこそ３年間やり通

せました。とても辛いけど、その３倍すばらしい経験が待っています。

努力を重ねれば重ねるだけ自分にプラスになりました。その努力した

日々が経験として自分を成長させたと思います。 今、自分も夢に向

かって努力、努力の毎日です。自分も頑張るので、皆さんも頑張って

ください。 
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「サンダース頑張れ」         第４代キャプテン 苅間澤正之 

 
サンダースとは何か？ 

 

サンダースとは「勇気ある誇り高き挑戦者」という意味であると

聞いた事があります。府中大会での上位をめざし、関東大会、全

国大会と目標を持ち、常に挑戦する気持ちで日々の練習に励み勇

気をもって試合に臨んで欲しいです。弱気は禁物。強気の姿勢で

向かっていってください。サンダース頑張れ！！ 

 

 

 

「思い出」               第６代キャプテン 佐藤裕二 
 

今年は９月に入っても暑い日が続いていましたが元気に頑張っていますか・・・ 

 私はサンダースで過ごした三年間の事は楽しい思い出として残っています。皆さん

も楽しい思い出が残るように体力作りを心掛けて、大会で上位を目指して頑張ってく

ださい。 

 

 

 

「最高の思い出」            第７代キャプテン 岩崎良大 

 
自分が府中サンダースに入部したのは今から６年前のことです。その時の３年生チ

ームは強く、今でも自分の中の憧れです。そしてそんなにも強かった３年生も夏で去

り、１，２年生チームになりました。３年生がぬけたことによってチームのレベルが

下がったのもそうですが、同時に人数も極端に減ってしまいギリギリ野球のできる人

数でした。でもみんな野球の大好きな人達でした。試合に勝つ事が出来なくなりまし

たが、その代はみんな楽しくかつ頑張っていました。１，

２年だった自分達も２，３年になり、下の人が入ってきま

した。でもそんなに人数は変わらずレベルも変わりません

でした。その結果あっさり夏も負けてしまい、１，２年生

（自分達）の代になりました。そして前年度キャプテンか

ら指名され自分がキャプテンになりました。 

 

自分は野球が下手で、試合中凄く緊張してしまい、すべ

てがいっぱいいっぱいの人間でした。そんな自分がまさかキャプテンになると思って

いなかったので嫌でした．それに加えポジションはキャッチャーで、両方で辛くなり

ました。チームをまとめることはできるようになったけれども、プレーの方は全然変

わりませんでした。打席に立ってもヒットが出ないし、守備にいっても悪送球ばかり
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でした。そしてキャッチャーの時の配球は最悪でした。 

その結果、勝つ事は出来ないし、やる気もなくなり始めていました。けれどもそん

な時に部員が増えきて活気が戻ってきました。そして夏の大会を迎えました。一人一

人が精一杯やり何度かいい試合もありましたがほとんど負けてしまいました。自分が

中学の時の野球はいい結果は残せませんでしたがいい思い出や仲間が出来ました。自

分の中では今でも最高の思い出です。こんないい思い出をくれた皆さん、本当にあり

がとうございました。 

 

 

 

「サンダース時代を振り返って」     第８代キャプテン 桑野寛司 

 
府中第八中学校には野球部がなく、地域チームのサンダースに入部しました。八中

の野球児がサンダースとビクトリーに分散したため人数は少なかったのですが毎週

元気に練習していました。一時はサンダースＡチームとＢチームができるほど部員が

多かったのですが、僕の代は最初２人でしたが途中で１人になってしまいました。し

かし監督やコーチなどに支えられ、キャプテンの仕事をこなしていくことができまし

た。中３になってからは、八中に野球部ができることになり、学校側と色々話し合い

が行なわれていました。その時も監督やコーチは僕達が両立しやすいように努めてく

ださいました。 

 

 このように僕達は３年間コーチ達に支えられて好きな野球を続けることができま

した。忙しい仕事の中、毎週練習を見てくださったコーチ達。時間を見つけて教えに

きてくれたＯＢ達。辛くも楽しい３年間でした。 

 

 

 

「３年間の中学校野球」         第９代キャプテン 市村和也 

 
自分達は、複雑な感じで野球部とサンダースの掛け持ちでしたけれど、そのおかげ

で一週間ずっと野球をやることができました。 

 

自分は２年の時にキャプテンになりました。最初はいやで

いやでしかたがなかったでしたが、やっていくうちに、なん

となくキャプテンらしくはなってきたと思います。最終的に

は、キャプテンでよかったと思います。辛い事の方が多かっ

たけれど、なぜか楽しく、それもいい思い出だったと思いま

す。 
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「思い出をありがとう」         弟 10代キャプテン 金城 歩 

 
自分は、この３年間で、たくさんの経験や興奮そして感動を野球で体験することが

出来たと思います。中でも一番自分の印象に残っているのは、３年生になってからの

事ではありません。１年生の関東大会東京都予選の時の事です。 

自分よりはるかに大きい人たちの中で開会式をやり、その初戦の事でした。自分は

ラストバッターとして代打で試合に出ました。自分は、相手投手の投げる球の圧倒的

な速さに驚きました。その結果、投ゴロに終わり、試合も終わりました。その時は何

ともいえない気持ちでした。 

３年生になってからキャプテンに選ばれ、この事をバネに頑

張ろうと心に誓いました。キャプテンとしていい勤めが出来た

とは思いませんが、でも自分の中では決して悔いは残っていま

せん。こんなすばらしい思い出が作れたのも、監督、コーチそ

の他の人々のおかげだと思います。 

最後に、後輩達に、『この時、この瞬間は今しかない、いい

思い出としたいなら、今を今、がんばれ』。 
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５．父兄からひと言 
 

 

「サンダース10周年おめでとうございます！！」 
       丸山はるみ 

 
 

発足当時 人数が９人集まるかどうか心配している監督、コーチを余所目に子供たち

はどのユニホームにしようかと心ときめいていました。実力よりまず先にかっこいい

ユニホームを着たいと思う子供たちはとてもいきいき楽しそうでした。 

休日の朝 縦縞のユニホームを着て多摩川のグランドへ向かう子供たちを見かけ

ると、本当に監督、コーチの方々には本当に長い間、ご指導をいただきありがとうご

ざいますという気持ちでいっぱいになります。 

これからも地域の野球が大好きな子供たちの為によろしくお願いします。 
（初代キャプテンの母） 

 

 

 

「10周年を祝して」 
市村康夫 

 
 創立 10周年おめでとうございます。府中サンダースには、二人の息子が入り六年

間大変お世話になりありがとうございました。 

私も次男が入った時にコーチを務めさせて頂きました。子供達と一緒に野球をやり

色々な思い出ができ、ひとつは二年連続で東京都大会に出場したことです。一年目は

三年生がいなく二年生、一年生のチームだったので一回戦で大敗してしまい力の差を

痛感しました。 

翌年は選手達も体格が良くなり、技術も向上していましたが、惜しくも一点差で敗

れ、都大会二回戦進出の目標は、かないませんでした。もうひとつが夏期合宿です。

コーチの故郷の群馬県四万温泉に行き現地の中学生と試合をやり子供達も色々なこ

とを学んだと思います。 

これからも子供達が楽しく元気に野球が出来るよう役員の方々も大

変でしょうが、ご指導よろしくお願いします。最後に府中サンダース

の更なるご発展をお祈り申し上げます。（第９代キャプテンの父） 
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「10周年，おめでとうございます」 

 
               鈴木幸江 

 

小学校から始めた野球を「中学校でも続けたい。」という強い希望でサンダースに

入部した我が子でした。監督・コーチ達に指導を受け、先輩や後輩そして，同級生達

とがっちりスクラムを組んでがんばっていた姿が思い浮かびます。野球の練習後の遊

びも楽しかったようです。 

 

 私も，応援や当番を通して，チームの方や保護者の方々とおつきあいをさせてい

ただき、サンダースにお世話になりました。また，サンダースを通して子供も私も教

えていただいたことがた＜さんありました。ありがとうございました。 

 サンダースの10周年をお祝いすると共に、益々のご発展をお祈りいたします。 
（第 2代キャプテンの母） 

 

 

 

 

「出会いに感謝」 
             分部康平 

 
八中の学区域を中心に設立されたサンダースに、現在七中の生徒が多く参加させて

いただいています。より多くの子に野球の機会が与えられたこと、本当に嬉しく思っ

ています。そのきっかけを作ってくれたのは、田崎直君でした。 

 

20 歳になる長男は、武蔵台ビッグベアーズで野球に出会い、虜になりました。武

蔵台小は当時1チームしかなく、1年生の次男が出るようなチームでした。市の大会

は1回戦で終わるので、主戦場（試合をできるのは）は西部地区大会でした。四谷ス

ワローズとの最終戦。珍しくリードして最終回の守備につきました。しかし、平凡な

フライをレフトが落球、逆転負けを喫してしまいました。悔しくて泣きじゃくる息子

に「サンダースで野球やるんだけど、一緒にやらない」と、田崎君が

声をかけてくれました。それから3年間、息子は楽しく野球をさせて

もらいました。2 年ほど空きましたが、次男が迷うことなくサンダー

スを選び、お世話になりました。兄と同じ背番号「6」をつけて。 
（分部大輔、陽介の父） 

 
 



６．思い出 
 

～ 府中サンダース結成 ～  平成５年（1993） 

 

～ 市長杯準優勝 ～

平成７年（1995） 

～ 都大会初出場 ～ 

平成７年（1995） 
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～ 教育委員会杯（準優勝） ～ 平成 9年 12月（1997） 
 

 

 
 

 

～ロータリークラブ旗杯 

（3年生を送る会）～ 

平成 10年 9月（1998） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 市民大会（★★★ 優勝 ★★★） ～ 平成 14年（2002）  
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～ 関東大会都予選 ～

 平成 15年 7月（2003） 

 

 
～集合！[9/10/11 期生]～ 平成 15年 9月（2003） 
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～ 合宿 ～  平成５年（1993） 

～ 合宿 ～ 

平成 8年 8月（1996） 
 

 

 

 

 

 

 

～ 合宿 ～  
平成 15年 8月（2003） 

 

 

～ 合宿～平成12年 7月（2000） 
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～ 合宿 ～ 平成 16年 8月（2004） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 納会 ～ 

平成５年（1993） 

～ バーベキュー ～ 

平成 9年 8月（1997） 
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～ 練習場 ～平成１６年（2004）住吉野球場 

  ～ イベント（ｷｯｽﾞﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙｱｶﾃﾞﾐｰ） ～
平成 16年（2004）府中健康センタ 

～ 新年恒例（谷保天神）～ 平成 15年 1月（2003） 
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７．名簿 
 
◆コーチ・スタッフ 
 
氏  名 電話番号 住所 在 任 期 間 役   職 

今井 昭夫  住吉町 平成5年～平成8年 初代事務局長 

（平成5年～平成7年） 

工藤 武  西府町 平成5年～現役 連盟審判部 

（平成12年～） 

林崎 健  四谷 平成 5年～現役 初代監督／代表 

（平成5年～平成11年） 

小谷 英通  住吉町 平成6年～現役 事務局長 

（平成8年～平成11年） 

連盟審判部 

（平成10年～平成11年） 

監督／代表 

（平成12年～） 

苅間沢 正直  四谷 平成 9年～平成11年 コーチ 

関  泰治  四谷 平成 9年～現役 事務局長 

（平成12年～） 

田村 伊佐夫  住吉町 平成9年～現役 コーチ 

山崎 泰治  四谷 平成 8年～現役 コーチ 

渡辺 誠一  四谷 平成 9年～平成11年 コーチ 

田崎 丈寿  四谷 平成11年～平成15年コーチ 

門馬 賢一  四谷 平成12年～平成15年コーチ 

市村 康夫  四谷 平成13年～平成15年コーチ 

山崎 力  四谷 平成 15年～現役 コーチ 

苅間沢 正之  四谷 平成 16年～現役 コーチ 

坂本 宏明  四谷 平成 16年～現役 コーチ 

守屋 誠  住吉町 平成16年～現役 コーチ 

 

佐藤 昭彦  四谷 平成 16年 副事務局長 

星野 有美  武蔵台 平成16年 副事務局長 

坂本 代志子  四谷 平成 16年 会計 

野口 純子  武蔵台 平成16年 会計 

桑野 芳枝  四谷 平成 16年 会計監査 
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◆ 選手名簿 

 氏  名 住    所 電 話 番 号 

第 1期   落合 健一 四谷  

平成 5年(1993)   加藤  雅俊 四谷  

   工藤 友則 西府町  

    小谷 優介 住吉町  

    杉本 哲也 西府町  

    関   博行 四谷  

    伴  大輔 宮町  

  ◎ 丸山 洋一 住吉町  

    山下 力也 住吉町  

第 2期   小谷 龍平 住吉町  

平成 6年(1994) ◎ 鈴木 拓哉 住吉町  

   播摩 和也 住吉町  

第 3期 ◎ 渡辺 一博 四谷  

平成 7年(1995)   清水 俊祐 八王子市打越町  

千葉 歩  多摩市諏訪  
   

落合 泰奈 四谷  

第 4期   池田 岳大 四谷  

平成 8年(1996) ◎ 苅間沢 正之 四谷  

   丹沢 圭亮 四谷  

    中村 勝 四谷  

山崎 力 四谷  

山口 悠大 国立市谷保      

井上 誕 四谷  

第 5期   岡田 正人 日新町  

平成 9年(1997)   佐藤 大樹 住吉町  

   柴田 護 四谷  

    田崎 直 四谷  

  ◎ 津覇 健二 住吉町  

    馬場 猛 四谷  

    南 貴康 武蔵台  

   分部 大輔 武蔵台  

    門馬 貴博 四谷  

    近藤 裕太 四谷  

    丹沢 宏之 四谷  

    桜田 哲也 武蔵台  
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 氏  名 住    所 電 話 番 号 

第 6期   市村 訓康 四谷  

平成 10年(1998) ◎ 佐藤 裕二 住吉町  

豊澤 崇明 四谷  
   

渡辺 祐樹 四谷  

第 7期 ◎ 岩崎 良太 住吉町  

平成 11年(1999)   木村 良平 住吉町  

   国安 昌弘 日新町  

    佐渡 拓也 住吉町  

    舘岡 翔 佐賀県鳥栖市弥生が丘  

    門馬 将明 四谷  

    脇坂 晃生 住吉町  

第 8期 ◎ 桑野 寛司 四谷  

平成 12年(2000)   鈴木 孝幸 日新町  

   柳  直希 国立市泉  

第 9期   飯塚 優志 日新町  

平成 13年(2001) ◎ 市村 和也 四谷  

   岡本 清伸 四谷  

    金子 幸弘 四谷  

    斉藤 大樹 四谷  

    佐藤 友哉 四谷  

    重富 単力 住吉町  

    清野 淳一 四谷  

    戸田 裕介 四谷  

    中村 利勝 四谷  

    中村 篤 四谷  

    深井 大 日野市百草  

    堀 拳士朗 四谷  

    横沢 雄基 四谷  

第 10期   秋山 拓哉 武蔵台  

平成 14年(2002) ◎ 金城 歩 北山町  

   志村 僚太 北山町  

    寺田 正志 西原町  

    中村 勇気 武蔵台  

    分部 陽介 武蔵台  

    小林 利明 武蔵台  
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 氏  名 住    所 電 話 番 号 

第 11期   小野 孝仁 武蔵台  

平成 15年(2003)   坂本 宏太 四谷  

   佐藤 広和 四谷  

    島袋 佑希恵 四谷  

    白井 優太 住吉町  

    鈴木 純一 武蔵台  

    野口 航太 武蔵台  

    星野 真範 武蔵台  

    守屋 誠太郎 住吉町  

    山尾 宗弘 四谷  

  ◎ 吉野 悠平 武蔵台  

第 12期   石澤 隼人 四谷  

平成 16年(2004)   岡田 賢 四谷  

 ◎ 荻野 主帆 四谷  

    苅間沢 香苗 四谷  

    木村 卓斗 住吉町  

    斉 良一 四谷  

    桜田 健介 住吉町  

    歳川 翔太 日新町  

    友木 潤也 武蔵台  

    福嶋 健裕 四谷  

    福本 宏暉 日新町  

    別所 将貴 武蔵台  

    深山 清春 四谷  

    森田 洋行 南町  

◎は、キャプテン。住所（番地等）／電話番号は個人情報保護のため、ＨＰ用としてカットしてあります。 
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